
災害時の情報と連絡 

 学校名  七北田中学校  氏名   横 橋  雄 市    

  中学校版        単元名  情報に振り回されないために  Ｐ３６～３７   

              教科・領域名  総合的な学習の時間   時間 ５０分  

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

【ねらい】 災害時の正しい入手方法を学び，情報と

の適切な接し方を考える 

１ 本時のねらいを確認する。 

 

２ 信頼できる情報の入手方法を理解する。 

 

 

 

 

 

 

３ 家族との連絡方法を確認する。 

 

 

４ 災害心理やバイアスについて理解する。 

 

 

 

 

５ 災害発生時の情報について日頃から考えておく

べきことについて，ワークシートに書く。 

 ４人グループで意見交換し，考えを広げる。 

 

６ 情報との接し方の難しさについて考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

１ 東日本大震災だけに着目させるのではな

く，特別警報等も含めて災害と考えさせた。 

２ 携帯電話とスマートフォンについて，実際    

の利用状況を確認した。 

 

 

 

 

 

３ 家族の集合場所，連絡方法を決めている家

庭は多い。弟妹，祖父母については，中学生

が安否を確認する家庭もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 災害時以外でも，情報，特にネット利用に

ついて注意すべきことを追加して指導した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒に強調したこと】 

情報の入手方法は多様であるが，速さと正確さ

を両立することは難しい。 

【生徒のワークシートから】 

テレビ ラジオ 新聞 ホームページ 

メール ＬＩＮＥ twitter  災害チャ

ット 口コミ 大型店 掲示板・・・ 

【生徒のワークシートから】 

 情報が本当に正しいのかを判断する力

を日ごろから身に付けなければならない。 

【生徒のワークシートから】 

 発信するときも受信するときも取捨選

択できる判断力を身に付ける必要がある。 

【生徒に強調したこと】 

災害時の情報との接し方について学んでき

たが，情報との付き合い方は，日常生活でも重

要である。ネット世界では，情報を書き込む際

にも受け取る際にも危険が潜んでいる。被害者

にも加害者にもならないために，きちんとした

知識とマナーを身に付ける必要がある。 

【生徒に強調したこと】 

「バイアス」のような心理状態は，いつでも誰

にでも起こりうる。日常の自分にも，実は似たよ

うな心理状態が起きている。 

【生徒のワークシートから】 

 災害発生時の避難方法や家族との連絡

方法，食糧備蓄など，情報以外にも日ごろ

から備えておくことが大切である。 

【生徒のワークシートから】 

 情報の怖さや危うさを学んだ。悪意のあ

る情報や誤った情報もあるので，災害時だ

けでなく日常から注意したい。 


